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英語スキルアップ講座 I スーパー・リスニング 
講座期間：令和 2年 10月 19日 (月) ～ 令和 2年 11月 30日 (月) 
時 間 帯：月曜５限 
時 間 数：100分×1コマ／日、全６回 
担  当：日本人講師 
使用教材：『耳慣らし英語ヒアリング 2週間集中ゼミ』 出版社：アルク 

『究極の英語リスニング VOL.11000語レベルで 1万語 』ISBN：9784757413399 1,870円 
出版社：アルク （10/1変更しました） 

概 要： 
ネイティブが話す英語のスピードについていけない、読めばわかるが聞くだけだとわからない、英語を聞くとき、つ
いつい日本語で考えてしまう方、また、学習法にいつも悩んでいる学生を対象にした講座です。リスニング力向上に
むけて、聞こえない理由を徹底的に分析し、理解、定着、応用へとつなげていきます。シャドーウィング、ディクテ
ーション、リピーティングといった学習法を効果的に身に着け、講座終了後も継続的に学習できる方法を習得しま
す。 
 
到達目標： 

 英語の音感覚と回路を身に付け、英語を英語のまま理解できるようにする 
 英語が聞こえるようになるための英語学習法を体得し他の学習にも応用できるようにする 
 英語に対する苦手意識を払拭する 
 スピーキング力アップの土台を作る 

 
授業の進め方と方法： 
講座はオンラインシステムの Zoomを使用し実施します。初回の授業ではリスニングの仕組みとリスニング力のつけ
方の概要を学び、自分の現段階でのリスニング力を分析します。2回目以降の授業では英語と日本語のリズムや音の
違いとその特徴を学び、英語特有の音を身に着けるトレーニングを行います。英語の音に慣れてきたら、英語の語順
のまま意味を理解するため、英語の語順に慣れるトレーニングを行います。このトレーニングを繰り返すことで英語
のリスニング力をつけていきます。 
 
授業計画– 100 分 x 6 回 

Lesson # Content Homework 

1 

Orientation、R&B研修の目的 
～R&B素材（１つ目使用）でトレーニング～ 

1. General & Specific Listening 
2.  Mumbling  

3.  Dictation → Analyzing 
4.  Phrase Reading 

Phrase Reading の復習 

2 

『耳慣らし』第 1・8・9日 
5. Prosody Transcribing  

6.  Silent Reading & Lip Sync. 
7.  Overlapping 

8.  Prosody Shadowing  

Overlapping, Shadowing の復習 

3 

『耳慣らし』第 1・8・9日 
9. Phrase Listening 

10.  Look Up & Say / Sentence Repeat 
11.  Content Shadowing  

Content Shadowing の復習 

4 
『耳慣らし』第 2日  

12. Production 
～R&B素材（2つ目使用）でトレーニング～ 

R&B素材 2つ目の Phrase Reading 復習 

5 『耳慣らし』第 4日  
～R&B素材（2つ目使用）でトレーニング～ Overlapping, Shadowing の復習 

6 
『耳慣らし』第 5日  

～R&B素材（2つ目使用）でトレーニング～ 
 Review  

- 
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＊レッスン内容は進捗状況によって変更する場合があります。 

授業時間外の課題：毎週講座で学んだ学習法を復習する課題があります。 

英語スキルアップ講座Ⅱ リーディング・ストラテジー 
 
講座期間：令和 2年 10月 20日 (火) ～ 令和 2年 12月 1日 (火) 
時 間 帯：火曜 5限 
時 間 数：100分×1コマ／日、全６回 
担 当：ネイティブ 講師  
使用教材：『Effective Reading』, ALC Press Inc. アルクオリジナルテキスト 
      ※オリジナルテキストは中大生協にて購入してください。一般の書店では取り扱いがございません。 
概 要： 
本講座は、英文読解力向上を目的としたストラテジーを学びます。スキミング、スキャニング等のリーディングにお
ける必須テクニックを学び、素早く・効率的に英文を読解する力を身に着けます。また、語彙力や文章を要約する
力、文章を多角的に理解する力も同時に身に着け、実用的な読解力の習得を目指します。 
 
到達目標： 

 様々な長さや、レベルの英文の理解力 
 スキミング・スキャニングテクニック 
 英文を読むことから得る語彙力 
 ペア―ワーク、グループワークを通じて英会話力の向上 
 5WH1Hを駆使し、要約する力 
 筆者の潜在的な偏見を理解する力 
 グループ内で自信を持って発言する力 
 短いスピーチの準備と発表する力 
 グループワークによる共同プロジェクトに取り組む力 

 
授業の進め方と方法： 
講座はオンラインシステムの Zoomを使用し実施します。初日にはオリエンテーション、学習計画を立てるところか
らスタートします。2日目から 4日目には、リーディングを向上する為の 5つのスキルを学んでいき、宿題も含め習
得したスキルを使い、読解練習をします。5日目には、ショートスピーチ発表の場を設け、アウトプット強化も行い
ます。 
講座最終日には、総復習と受講生が自主的に学習をできるよう、今後の学習計画を作成します。 
 
授業計画– 100 分 x 6 回 

Lesson # Content Homework 

1 Orientation, Goal Setting & Study Planning 
What is Effective Reading? Find an interesting article and bring it to class 

2 Skimming & Scanning 
Appendix 2: Test Passages Find an interesting article and bring it to class 

3 Summarizing & Building Vocabulary 
Appendix 3: Academic Papers 

Read an interesting article 
Write down at least 3 new vocabulary words and be 

prepared to summarize the article in class 

4 
Critical Reading 

Appendix 5: Opinion Pieces 
Find opinion article 

Prepare for short speech 

5 Short Speech Prepare short speech on what you learned 

6 Keeping Motivated, Wrap-up 
Course Review, Goal Setting & Study Planning - 

＊レッスン内容は進捗状況によって変更する場合があります。 
 
授業時間外の課題： 
毎回読解の宿題が出されます。受講生が選んだ記事などを読み、内容をまとめショートスピーチを作成し、授業の中
で発表しアウトプット力も強化していきます。 
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英語スキルアップ講座Ⅲ ロジカル・スピーキング 
 
講座期間：令和 2年 10月 21日 (水) ～ 令和 2年 12月 2日 (水) 
時 間 帯：水曜・5限 
時 間 数：100分×1コマ／日、全６回 
担 当：ネイティブ 講師  
使用教材：Logical Speaking (Academic), ALC Press Inc. 990円 アルクオリジナルテキスト 

※オリジナルテキストは中大生協にて購入してください。一般の書店では取り扱いがございません。 
 
概 要： 
社会的な話題や、抽象的な話題についても自分の考えを論理的で、説得力のある意見を述べることが出来るスキルを
体得する講座です。情報を整理し順序立てて、分かり易く論理的に相手に伝えるためのフレームワークを学び、実践
的なテーマに沿って演習を行っていきます。 
 
到達目標 

● 自身の意見を論理的にまとめる事ができる 
● 自身の意見をプレゼンで発表したり、ディスカッションしたりできる 
● しっかりした理由と共に自身の意見を述べる事ができる 
● 自身の意見に対して根拠のある理由づけができる 
● 根拠のない理由づけを識別する事ができる 
● クラスメートや講師からのアドバイスを次に活かす 
● 自信を持って人前で話す事ができる 
● チームでの共同プロジェクトの遂行ができる 

 
授業の進め方と方法： 
講座はオンラインシステムの Zoomを使用し実施します。初回は講座オリエンテーションから始まり、目標設定と学
習計画を行います。2回目以降、論理的で説得力のある意見を述べる為に必要なスキルを身に付けていきます。講座
の中では、ショートスピーチやディスカッションを通して、論理的に話す練習を行います。最終日には、ショートス
ピーチを発表する時間があります。また、今後も継続的に自己学習ができるよう学習計画を立てていきます。 
 
授業計画 – 100 分 x 6 回 

Lesson # Content Homework 

1 
Orientation, Goal Setting & Study Planning 

What is Logical Speaking 
Prepare a short speech about your goals for the course 

2 
Part 1: ORE 

Application: Speech 
Prepare a short ORE speech 

3 
Part 2: Strong Reasons 
Application: Discussion 

Prepare a short speech sharing your opinion about a current 
event 

4 
Part 3: Types of Evidence 

Application: Speech 
Read an op-ed article, be prepared to discuss the evidence 

used 

5 
Part 4: Additional Frameworks 

Prepare Final Speech 
Prepare final speech 

6 
Final Speech 

Review & Action Planning 
Wrap Up 

- 

＊レッスン内容は進捗状況によって変更する場合があります。 
 
授業時間外の課題： 
毎週リーディングの宿題が出されます。読んだ記事の内容についてショートスピーチを作成し、授業の中で発表しア
ウトプット力も強化していきます。最終日のショートプレゼンテーションに向けて、リサーチする宿題が出ることも
あります。 
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英語スキルアップ講座Ⅳ パラグラフ・ライティング 
 
講座期間：令和 2年 10月 22日 (木) ～ 令和 2年 12月 3日 (木) 
時 間 帯：木曜・5限 
時 間 数：100分×1コマ／日、全６回  
担 当：ネイティブ 講師  
使用教材：Longman Academic Writing Series (Level 3); 4th Edition, Pearson  

(ISBN: 978-0-13-466332-6)  
 
概 要： 
様々なトピックや、状況に合わせて簡潔で、わかりやすい英文が書けるようにトレーニングを行います。講座終了時
に文や段落の構成を理解し、論理的な文章を書く力が身に着くことを目指します。英文を書くにあたって重要となる
語彙や、表現も合わせて学習することで、様々な場面でも活用できるライティング力を習得します。 
 
到達目標： 

● 節や複文を使った複雑な文章を書くことが出来る 
● あらゆる接続語を使いこなすことが出来る 
● 一般的なトピックからアカデミックなトピックまで幅広いトピックについて論理的なパラグラフが書け

る 
● 英語の口語表現と文語表現の違いがわかる 
● 自身の意見を根拠と共に論理的に表現出来る力 
● 語彙力向上 
● 様々なトピックについて自身の意見やアイディアを書く事ができる 
● 様々な種類のパラグラフを書くことができる  
● 分かり易くまとまったエッセイを書く事ができる 
● 自信を持って英語で話したり書いたりする力 

 
授業の進め方と方法： 
本講座はオンラインシステムの Zoomを使用し実施します。初日はオリエンテーション、学習計画を立てゴール設定
をするところからスタートします。5日間を通して、様々なパラグラフ ライティングの書き方を学んでいくのみな
らず、パラグラフの構成、まとめ方を理解し練習していきます。5日目にはエッセイの書き方も学び、最終日の課題
としてエッセイライティングの練習も行います。最終日には、講座で学んだスキルの復習と、今後の学習計画を立て
るワークショップを行います。 
 
授業計画 – 100 分 x 6 回 

Lesson # Content Homework 

1 
Orientation, Goal Setting & Study Planning 

Ch. 1 Academic Paragraphs 
Writing Assignment pg. 27 

2 
Ch. 2 Narrative Paragraphs & Ch. 3 Basic Paragraph Structure 

Peer Feedback 
Practice writing task 

3 
Ch. 5 Process Paragraphs & Ch. 6 Definition Paragraphs 

Peer feedback 
Writing Assignment pg. 118/144 

4 
Ch. 7 Cause/Effect Paragraphs & Ch.8 Comparison/Contrast 

Paragraphs 
Practice writing task feedback 

Writing Assignment pg. 118/144 

5 
Part II: Writing an Essay 

Prepare for final writing task 
Final Writing Task 

6 
Final Writing Task feedback 

Course Review, Goal Setting & Study Planning 
- 

＊レッスン内容は進捗状況によって変更する場合があります。 
 
授業時間外の課題： 
毎回テキストの中からライティングの宿題が出されます。 
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英語スキルアップ講Ⅴ レベルアップ英会話 
 
講座期間：令和 2年 10月 23日 (金) ～ 令和 2年 12月 4日 (金) 
時 間 帯：金曜・5限 
時 間 数：100分×1コマ／日、全６回 
担 当：ネイティブ 講師  
使用教材：Four Seasons English (Autumn), ALC Press, Inc.  2475円 アルクオリジナルテキスト 

※オリジナルテキストは中大生協にて購入してください。一般の書店では取り扱いがございません。 
 

概 要： 
なんとかコミュニケーションは図れるが、トピックによっては話題についていけない方、又は、既に持っている会話力を維持されたい方が対象
です。あらゆるトピックに触れ、様々なアクティビティー、ディスカッションを通して実践力を身に着けます。各トピックに関連する語彙を学
び、講座終了時には、相手がネイティブでもノンネイティブでも自信を持って話せるようになる事を目指します。また、英会話力を身に着け
る為に欠かせないアクティブリスニング力を鍛え、一方的に話す、聞くだけの状況から脱却し、自ら相手に質問をし、意見を言うという発
信力を養い、対話力を身に着けていきます。講座は常にアクティブに進んでいきます。 
 

到達目標： 
● 相手がネイティブでもノンネイティブでも自信を持って英語で話す力 
● あらゆるトピックに対し英語で会話ができる力 
● アクティブリスニングを習得し、会話を広げる力 
● 様々な場面での英会話の対応力 
● 自身の意見やアイディアについて自信を持って述べる力 
● チームでの共同プロジェクトの遂行ができる   
● 積極的にディスカッションに参加する力 
● 様々なトピックについてのシンプルなスピーチができる 

 

授業の進め方と方法： 
講座はオンラインシステムの Zoom を使用し実施します。 初日はオリエンテーション、テキストのユニット 1 で、レッスンの構成と流れをつ
かみます。2日目以降は、レッスンごとにテキストに沿って、2 ユニットずつ進んでいきます。最終日には、文化についてのディスカッションを
行います。また、総復習と共に、今後、継続的な学習を実行出来るように学習計画を立てていきます。 
 
授業計画 – 100 分 x 6 回 

Lesson # Content Homework 

1 
Orientation, Goal Setting & Study Planning 

51. People: Friends 
52. Part 5: Interesting Places in my City 

2 53. Study: Great Teachers / 54. Work: Famous Companies 55. Part 5: Amusement Park 

3 56. Festivals: Halloween / 57. Health: Work-Life Balance 58. Part 5: The Rules of____ 

4 59. Food: World Cuisines / 60. Money: $1,000,000 61. Part 5: World Tour 

5 62. History: Decades / 63. Music: Classical 64. Part 5: Similarities & Differences Between Cultures 

6 
64. Culture: Discussion 

Course Review, Goal Setting & Study Planning 
- 

＊レッスン内容は進捗状況によって変更する場合があります。 
 

授業時間外の課題： 
毎回のレッスン冒頭では、ショートスピーチの発表ができるよう、事前準備として教材中の課題を実施する宿題があ
ります。 


